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  研究責任者 杏林大学保健学部リハビリテーション学科 柴田 茂貴 

現在、柴田研究室では、「Valsalva Maneuver が脳循環動態に与える影響：頭蓋内・頭蓋外脳血流の比較検討」という

テーマについて、以下の実験について研究対象者を募集しています。

研究課題名 Valsalva Maneuver が脳循環動態に与える影響：頭蓋内・頭蓋外脳血流の比較検討 

対象者の概要  研究対象者は 18歳以上 60歳未満の健常成人です。除外基準は、脳血管疾患・心血管疾患・呼吸

器疾患・代謝性疾患・神経系疾患の既往を有する者、高血圧症を有する者、重度の肥満の者（BMI 

>30）、心血行動態および脳血行動態に影響を与える薬剤を服用している者、喫煙習慣のある者、認

知機能が低下しており、研究中の指示に従えない可能性がある者、妊娠中または妊娠の可能性があ

る者です。 

実験の概要  本研究は、「いきみ」を人工的に生じるバルサルバ法（Valsalva Maneuver：VM）が脳循環動態に与

える影響を観察的に検証するものです。私たちが「いきむ」と、胸腔内圧が高まり心臓や脳の血流

に大きな変化が起こり、時に失神の原因となります。これまで VM中の脳動脈の血流速度は研究され

ていますが、実際の血流量や他の血管の反応は十分に分かっていません。本研究では、健康な成人

を対象に、VMを行い、その際の頸部血管や脳血流量の変化を超音波で測定し、仕組みを明らかにし

ます。実験は 2 日間行います。1 日目は練習日とし、VM の練習を行うとともに、機器の調整と健康

状態の確認を行います。2日目は、体調を確認後に、心拍数、動脈血圧、脳血流量のベースライン測

定を行い、その後、VMを実施し心拍数、動脈血圧、脳血流量を連続的に測定します。この研究によ

り、脳の血流調節の仕組みを明らかにし、将来的には失神の予防、診断に役立てることを目的とし

ています。 

実験時間 概ね 60分×2日 程度 

実施期間 2026年　1月　6日 ～ 2029年 １月 31日 

謝礼 あり  ・ なし

申し込み方法 ■メールまたは QRコードによる応募をお願いいたします。

① メールアドレス：shigekishibata@ks.kyorin kyorin-u.ac.jp

② メール本文へ以下をご記載ください：

------------------------------------ 

氏名： 

連絡先（メールアドレス）： 

希望する曜日・時間帯など： 

------------------------------------ 

※メールでのご連絡または QRコードによる登録をいただきましたら、

折り返しこちらからご連絡をいたします。 
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